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芙蓉会

やすらぎ
医療法人社団 芙蓉会
ふよう病院
千葉芙蓉病院
きゃらの樹ケアセンター

「老人は国の宝」
　　　医療法人社団　芙蓉会（事業所一覧）

・ふよう病院
・芙蓉ミオ・ファミリア町田
・グループホームあおぞら
・デイサービスふれあいルーム

・千葉芙蓉病院
・きゃらの樹ケアセンター
・千葉芙蓉ハーモニー
・千葉芙蓉ステーション

理事長挨拶

医療法人社団　芙蓉会　理事長　四ケ所　大

　冬季オリンピックもあっという間に終わりま
したが、日本人選手が予想以上に活躍した、記
憶に残るオリンピックになったのではないでし
ょうか。改めて気がついたのですが、韓国・平
昌での冬季オリンピックの後は、2020 年に日本・
東京での夏季オリンピック、その後は中国・北
京での冬季オリンピックの開催で、3 回連続アジ
ア圏で開催されるのですね。今回、選手同士の
国境を越えた交流、友情が伝わるシーンを拝見
し、感動した場面もありましたが、スポーツを
通じて、良好な関係と言えない隣国諸国との関
係がすこしでも改善されることを祈るばかりで
す。
　さて、いよいよ 4 月に診療報酬、介護保険、
障害福祉のトリプル改定を迎えます。2 月中旬頃
から、大方の概要も判明し、準備に追われてい
る段階です。当法人は、東京都・町田市、千葉県・
君津市に跨り運営をしていますが、事業所毎に
改定内容を吟味し 4月を迎えたいと考えます。
　今回の特色として、地域包括の旗印のもと、
在宅での利用を推進する医療介護連携に重点が
置かれています。12 月の誌面でもお知らせした
通り、町田市のふよう病院では、昨年の 11 月か
ら介護療養病床 52 床を医療療養病床に転換。君
津市の千葉芙蓉病院においても、今年の 1 月か
ら介護療養病床 60 床を医療療養病床に転換し、

より地域に根差した運営を目指して転換を実施
致しました。以前、医療・介護制度に精通した
方の、「一昔前のような一律した配分の報酬制度
ではなく、ランク付けした財源の配分が主流に
なる、いわゆる加算項目を増加していく方向に
なるであろう」という話を思い出しました。老
人保健施設における今回の改定は正にその通り
で、在宅復帰を念頭に入れた施設運営が求めら
れていると言えるでしょう。
介護療養病床の転換（H36.3 迄の猶予期間あり）
をどの様に捉えるか。当法人最大の課題も残っ
ております。介護医療院（新設）を中心とした
転換策もありますが、果たして地域に根差した
運営と考えた時には、どうなのか。ご利用者様
に満足していただけるサービス提供を念頭に、
進めていきたいと思います。



ふよう病院ふよう便り

＜内容＞
電気の基礎講習　「延長コードのリスクと火災防
止」
①　電気とは
②　電気火災を防ぐ、起こさない
③　電気容量の計算の仕方
④　補足
　　電動ベッドによる破損事故
　　電動ベッドを上手に使いましょう！

＜まとめ＞
　普段当たり前に使っている電気だが扱い方を
間違えると事故や火災に繋がると分かった。
　その様な危険性があると認識し安全を確保し
て使用しなければならない。

院内職員研修会報告「医療安全２」
30年 2月開催　発表者　日本光電（株）高橋氏



千葉芙蓉病院千葉芙蓉だより

29 年 12月院内職員研修会報告「認知症について」

　老人保健施設を舞台にしたケースをもとに、
認知症のご利用者に対し行った対応がどうだっ
たか、ご利用者の気持ちはどうか等を考察し、
改善策を考えるグループワークでした。全国的
に認知症の傾向にある患者様は多く、千葉芙蓉
病院においても同様の状況です。認知症の症状
や傾向を知り、より良い対応を行う事が、ケア
の充実につながっていくと考えた研修でした。

　２月に入り、節分の行事を行いました。職員
が鬼に扮して、病室をまわり、記念撮影をしま
した。患者様も童心に返り、笑顔でご一緒して
くださいました。

節分

千葉芙蓉病院　イベント報告



きゃらの樹ケアセンター　イベント報告

きゃらの樹ケアセンター千葉芙蓉だより

　恒例になっております新年の書初めを行い、
26 名様が参加されました。『書初めなんてかけな
いよ』と最初は筆を持とうともされませんでし

たが、声掛けを続けさせていただくと段々とそ
の気に。筆を持たれ何枚か書かれるにつれ最後
には納得のいく一枚が完成されました。

書き初め

　大勢のご用者に見守られながら、各フロアの
職員及び食事サービス部の職員が息を合わせお
餅つきが始まりました。いつものことながら、
最初は「つき方」と「合いの手」の呼吸がなか
なか合わず、そんな姿も皆様の笑いを誘ってい
ました。お餅の状態も段々と完成に近づくころ、
ご利用者にもお餅つきの順番が回ってきました。

職員と一緒に声を掛け合いながらお餅が完成。
皆様より拍手喝采が沸き起こりました。職員が
お餅を整え、皆様にお餅の出来具合をみていた
だきました。『やわらか～い』『上手にできてい
ますよ』『美味しいそう』と、お褒めのお言葉い
ただきました。

餅つき


